
　標記追悼式は、祖国のため尊い犠牲となられました３万５千余
の中国大陸及び沖縄以南の地域における本県出身戦没者の御遺
徳を偲び、御霊に感謝の誠を捧げるとともに、わが国の恒久の平
和を祈念するため、昭和41年11月に第１回追悼式が行われ、そ
の後毎年、遺族をはじめ関係者多数の参列のもとに、沖縄県で追
悼式が行われています。
　今年度は、11月10日（土）に、沖縄
県糸満市摩文仁の丘の「鎮魂長崎の
碑」前で、長崎県議会から溝口議長を
はじめ８名の議員が参加し、約110
名の参加者とともに追悼式が行わ
れました。

　標記交流大会は、都道府県議会議員が一堂に会し、共通する政
策課題等についての情報や意見の交換を行うとともに、大会参加
を通じて議員間の一層の連携を深め、地方分権の時代に即応した
議会機能の充実と活力に満ちた地域づくりに役立てるため、全国
都道府県議会議長会の主催により毎年11月に開催されています。
　今年度は11月13日（火）に東京都内で開催され、長崎県議会か
らも11名の議員が参加しました。「自
治体戦略2040年構想と地方自治」
について、東京大学先端科学技術研
究センター教授の基調講演を受けた
後、「政策立案機能の強化」などテー
マ別に５つの分科会に分かれ、意見
交換を行いました。


